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　ヒト免疫不全ウイルス（HIV）は、「CD4陽性T

リンパ球」と呼ばれる、人間を病原体から守る免

疫担当細胞に感染するウイルスです。HIVに感

染すると、このリンパ球が壊れ、健康な人なら感

染しない病原体に感染するようになり、さまざ

まな病気を発症するようになります。この状態

がエイズ（AIDS：後天性免疫不全症候群）とよ

ばれる状態です。

　日本では2013年に、1590人のHIV感染症

患者が新たに発生しました。このうち約３分の

１は、自分が感染していることにまったく気づ

かず、エイズを発症して初めて気づいた「いき

なりエイズ」の患者でした。新規のHIV感染者

は2007年以降、横ばいですが、「いきなりエイ

ズ」で見つかる患者は増えており、エイズ患者が

減少している他の先進諸国とは傾向が異なり 

ます。

　HIVは感染した人の血液や精液、膣分泌液、

母乳などに多く存在し、粘膜（腸管、膣、口腔内

など）や皮膚の傷から体内に入ります。したがっ

て、血液や精液などの体液が粘膜や傷のついた

皮膚に直接触れないようにすることが感染予防

のポイントです。

　HIVに感染すると、2～4週間後に、発熱やの

どの痛みなど、インフルエンザに似た症状が出

ますが、これらの症状は数週間で消えます。この

時点では、HIV感染に特徴的な所見はなく、感

染したことに気がつきにくいのです。その後、症

状のない期間が数年～10年ほど続きますが、そ

の間に免疫力は徐々に低下していきます。免疫

細胞がかなり減った状態になると、カンジダ症、

ニューモシスチス肺炎、カポジ肉腫など「エイズ

指標疾患」と呼ばれる病気を発症します。

　HIV感染症の治療法は劇的に進歩し、現在で

は抗HIV薬を飲み続けることによって長期間に

わたり健康な人と変わらない日常生活を送れる

ようになりました。ただ、体内からウイルスがな

くなることはないので、一生、薬を服用する必要

があります。HIV感染症では予防と早期発見、

適切な治療が重要です。
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れませんが、感染症コンサルタントとして、ほかの

診療科に入院している患者さんが難しい感染症

で困った際に、どのような治療を行うべきかを担

当医にアドバイスする仕事も引き受けています。

救命救急センターなど、さまざまな診療科から年

間約500件もの相談があります。

　国内の臨床研究でも成果があがっています。大

規模な全国成人肺炎調査を行い、日本の高齢者

肺炎の現状を科学的に分析しています。また、極

めて珍しい二つの難病の原因を世界で初めて解

明しました。いずれも、診療現場で患者さんに一

生懸命に向き合うことが出発点になっています。

　熱研内科はこれからも、国内でも海外でも高い

レベルの診療と研究を続け、国境を越えてグロー

バルに活躍できる医師を育てていきます。
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